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鉄道運行情報配信における”可能性可視化”方式

菅澤学　 清 木 康 　 Jeremy Hall　 倉林修一

t J R 東 日 本 研 究 開 発 セ ン タ ー フ ロ ン テ ィ ア サ ー ビ ス 研 究 所 〒 331-8513埼 玉 県 さ い た ま 市 北 区 日 進 町 2479 

J 慶 應 義 塾 大 学 SFC研 究 所 〒 252-0882神 奈 川 県 藤 沢 市 遠 藤 5322 

E-mail: t  manaou-sugasawa@jreast.co.jp, 4： kivoki@sfc.Keio.ac.jp

要旨

本論文では、輸送障害時において旅客自身の判断を促すための可能性情報を、路線図上で列車の運転状況の統合として可視 

化 （Possibility Visualization) する方式の具体例を提案する。本方式は、ある路線が不通等になった際にそれを知らせるだけで 

なく、代替経路（並行する路線）がある場合にどの経路を利用するべきか、またその経路の運転状況は今後どのようになるか 

を統計データに基づいて計算し、旅客が予備知識なしに判断しやすいよう可視化するものである。この方式によって、旅客が 

自身で代替経路や運転状況を確認する必要のない鉄道情報提供が実現し、顧客満足度を向上させることが可能となる。

A b stra ct

In this paper, we present a new visualization m ethod called Possibility visualization1, that helps passengers to 
determ ine w hich action to take during transportation disruptions, w ithout deep knowledge or fam iliarity w ith the 
transportation n etw ork s topology. Possibility V isualization provides inform ation not only w ith regards to interruption of 
train service, but also the existence of substitu te routes, and their usefulness, according to statistica l data. Our 
visualization is designed to reduce the im pact of such disruptions to train-goers, and lead to high custom er satisfaction for 
those utilizing a railway service.

キーワード：情報提供、可視化、情報デザイン、予測情報

1 . はじめに

輸送障害1が発生した際、一般的に鉄道会社が旅客 

に対して周知する情報は遅延しているという事実とそ 

の原因である。 これらの情報は、駅の電光掲示板や大 

型液晶ディスプレイ等の設備が発達したことで、構内 

放送だけの時代と比べて、より多くの旅客のもとに届 

けられるようになったが、依然として多くの旅客が駅 

係員のもとに詰めかけている。 こうした光景が今日も 

継続されているのは、旅客が簡単に理解できて次の行 

動に移れるような情報の提供（情報それ自体の中身や 

伝え方）が十分にできていないことが原因であると考 

えられる。2020年東京五輪や訪日外国人旅行者数の過

1 輸送障害は、国土交通省による定義で運転事故を伴わない 

列車の運休又は旅客列車の 3 0 分以上の遅延をさすことにな 

つているが、本論文においては何らかのトラブルで列車の運 

転が時刻通りに行えない状況をさすこととする。

去最高記録の更新2など、旅客の多様化がこれまで以上 

に進むことが考えられる。今こそこれまでの情報提供 

のあり方から脱却し、思想の転換を図るべき時期に来 

ているのではないだろうか。本論文では、現行の情報 

提供が抱える課題を解決するために、輸送障害時にお 

いても駅係員への確認や背景知識なしに旅客自らが判 

断できるよう、鉄道利用に関わる情報を統合的に可視 

化 す る 方 式 （ Possibility Visualization) を提案する。

2 . 課題の整理

運行情報の新しい可視化を提案するにあたり、現行 

の情報提供が抱える課題点（不十分な点）を自身の駅 

係員経験をもとに 3 つ言及する。

2 訪日外国人旅行者数は 2 0 1 3年に初めて年間1，000 万人を 

突破し、2 0 1 4年 は 年 間 1,300万人を突破している。政府は 

2020年 に年間 2,000万人に増やす目標を立てている。
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( 1 )  問答の不一致

輸送障害が発生すると、鉄道会社としてはそうした 

状況が起きているという事実とその原因に加えて、運 

転している列車の凡その遅延時分3を案内する。その一 

方で、旅 客 は 「自分が乗る列車は今度いつ来るのか」 

という、その時のタイミングや旅客の目的地を確認し 

てはじめて回答できる類の個人的な情報を必要として 

いる。列車の到着見込時刻は所定の時刻に遅延時分を 

加えれば求められるわけだが旅客にその願いは伝わら 

ないことが多い。 したがって会社が周知に努めている 

情報と、旅客が本当に知りたいと思っている情報との 

間には齟齬が存在するため、旅客は駅係員に確認しな 

ければならないのだ。

( 2) 情報源の分散と解釈の必要性

運行情報は異常時案内用ディスプレイ4、列車の行先 

と出発時刻は発車標5というように、鉄道会社の情報提 

供設備は機能的に住み分けがされていることに加えて、 

経路検索は旅客が自身のスマートフォン等で調べなけ 

ればならない。そして、異常時案内用ディスプレイも 

含めて一般的に運行情報はマクロな視点から概要を伝 

えるのみで、 自分がいる駅の近くを走っている列車の 

運転状況がどうなっているかまでは教えてくれない。 

旅客は分散した情報を拾い集めて補完し合って自分の 

利用実態に適合するように解釈を加える必要があり、 

そのためには背景知識も重要になってくる。調べる手 

間や不案内な旅客はやはり駅係員のもとへ足を向ける 

ことになる。

\ /  
辦 嫌 M l離 .W 爾知— /
、フィルタ/

今自分に必要な情報

3 列車が遅れた時間のこと。J R で は 1 分 以 上 の 遅 延 を 「遅 

延 J とみなす。

4 J R 東 日 本 が 2 0 0 7年 2 月から首都圏の主な駅（2 0 1 3年度 

ま で に 1 8 6駅で整備済み）に設置しているディスプレイの 

ことで、今まで文章で表示していた運行情報を地図式表示と 

し、電光掲示板では案内してこなかった振替乗車路線の情報 

も表示できるようになっている。

5 ホームや改札など駅構内に設置されている吊下げ式の電

光掲示板で、列車の出発時刻や種別、行先などを表示する装

置のこと。

( 3 ) 見込情報の少なさ

これまでの情報提供は、正確性と即時性に焦点を当 

てた現状報告の色彩が強く、人身事故発生時の運転再 

開見込み時刻の発表を除いては、近い未来の可能性領 

域にっいては積極的に言及することを避けてきた。 も 

っとも情報の正確性は与える影響の大きさを考えれば 

当然のことであるが、旅客が必要としている情報は既 

に起きてしまった出来事の詳細よりもむしろ今後のお 

おまかな見通しであり、 「自分は今度どの列車に乗れ 

ばいいのか」 「自分はいっごろ目的地に着けるのか」 

という前向きな話なのである。

したがって旅客が簡単に理解できて次の行動に移れ 

るような情報の提供には、旅客が必要としているより 

マクロな視点の情報をストレートかっワンストップで 

済むように伝えるとともに、確実性が高い見込み情報 

を含めて案内することが必要である。 ここで注目すベ 

きは、現に存在しない情報（データ）を可視化するこ 

とが求められているわけではないという点である。列 

車の運行に閨わる様々な部分はデジタル化シ ス テ ム化 

されており、その甲斐あって現行の情報提供設備も機 

能している。ただ、それは列車運行に閨わるシステム 

の延長線上、ないしは機能の一っとして成立している 

ものであり、はじめから情報提供を目的にっくられた 

ものではないため、案内の目線と少しズレが生じてし 

まい、上で述べたような“いたらなさ’’がっきまとう 

のだ。 したがって、旅客が駅係員に確認しなければわ 

からない事柄の量を減らすために、旅客案内の文脈に 

沿うように情報を編成し直すことが必要である。

3•可 能 性 可 視 化 の 機 能 的 特 徴

前章を踏まえて、今回提案する可能性可視化は駅で 

の輸送障害時の情報提供を想定して、以下の 3 っの機 

能を盛り込むこととする。

〇 )次列車着発見込時刻案内

列車が遅延している場合、現状は発車標などの時刻 

案内設備に所定の出発時刻を表示され続け 6 *、そこに追 

加する形で遅延時分が表示される。 この遅延時分は列 

車を運行するという文脈の中においては非常に役に立 

っ情報であるが、一方で列車を利用するという文脈で 

は寧ろ理解を困難にする要素を含んでいる。 というの 

は、時間帯や線区によって違いはあるものの、東京近 

郊の区間では 3〜 15分程度間隔で列車が走っているが、 

遅延時分が列車の運転間隔以上になる場合、実質的な 

待ち時間と異なるため旅客に誤解や混乱を与える可能

6 時と場合によっては、所定の出発時刻は表示せずに行先の 

みを表示することもある。
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性 が あ る か ら だ 。 ま た 、時 刻 表 上 は 遅 れ て い て も 等 間  

隔 で 次 々 に 電 車 が 来 る 場 合 も 遅 延 時 分 は 情 報 と し て の  

重 要 性 を 失 う た め 、個 々 の 列 車 の 遅 れ の 案 内 を す る こ  

と で か え っ て 旅 客 に 誤 解 や 混 乱 を 与 え る 可 能 性 が あ る 。

そ こ で 本 シ ス テ ム で は 、 これまでの遅延 時 分 に よ る  

考 え 方 を 踏 襲 せ ず 、 列 車 を 利 用 す る と い う 文 脈 に 適 合  

さ せ る か た ち で 、旅 客 が 駅 係 員 に 対 し て 問 う て く る 質  

問 に そ の ま ま 答 え る べ く 、運 転 状 況 か ら 推 定 さ れ る お  

よ そ の 見 込 み の 着 発 時 刻 に よ る 案 内 を 行 う こ と と す る 。

(2 )  運 転 状 況 ア ラ ー ト （予 告 機 能 ）

輸 送 障 害 時 や 朝 夕 の 通 勤 時 間 帯 も 含 め て ダ イ ヤ が  

乱 れ て い る 場 合 は 、乗 換 駅 な ど 乗 降 が 多 い 箇 所 で は 列  

車 の 動 き が 停 滞 ま た は 緩 慢 に な る た め 、運 転 間 隔 が 短  

い 場 合 は 後 続 列 車 で 渋 滞 が 発 生 す る こ と が あ る 。ま た 、 

計 画 的 に 駅 停 車 時 間 を 延 長 し て 出 発 を 遅 ら せ る よ う 指  

示 7が 出 る 場 合 も あ る 。

本 シ ス テ ム で は 、列 車 の 流 れ が ス ム ー ズ で な い 区 間  

又 は ス ム ー ズ で な く な る 可 能 性 が あ る 区 間 を 旅 客 が 直  

感 的 に 認 識 で き る よ う 、各 区 間 （1駅 間 ご と に 区 分 ）に 

注 意 を 促 す 表 示 が 点 灯 す る よ う に 設 計 す る 。 注意した  

い の は （1)の 次 列 車 出 発 見 込 時 刻 案 内 と は 異 な り 、遅延 

状 況 下 で も 列 車 が ス ム ー ズ に 流 れ て い る 場 合 に は 、 注 

意 を 促 す 表 示 は 点 灯 さ せ な い こ と で あ る 。 今後列車の  

流 れ が 緩 慢 に な る 可 能 性 が あ る 場 合 、 または 現 に 遅 延  

が 発 生 し て い る 場 合 に 限 っ て 色 が つ く こ と で 、 ちよう 

ど 高 速 道 路 の 渋 滞 マ ッ プ の よ う に 、旅 客 に 自 分 が 乗 車  

す る 列 車 も こ の 先 の ”渋 滞 ”に 巻 き 込 ま れ る か も し れ な  

い こ と を 事 前 に 知 っ て も ら っ た 上 で 利 用 し て も ら え る  

よ う に す る 。

( 3 )  非 地 図 式 代 替 経 路 案 内 チ ャ ー ト  

い う ま で も な く 、東 京 近 郊 の 区 間 は 様 々 な 運 転 系 統

が ネ ッ ト ワ ー ク を 形 成 し て お り 、訪 日 外 国 人 旅 行 者 等  

の 不 案 内 な 旅 客 に は 難 易 度 が 極 め て 高 い 。 異常時案内  

デ ィ ス プ レ イ で は 路 線 図 に よ っ て 運 行 情 報 を 案 内 す る  

こ と で 分 か り や す さ を 向 上 さ せ て い る が 、瞬時 に 理 解  

す る た め に は 路 線 同 士 の 位 置 間 係 や ネ ッ ト ワ ー ク な ど 、 

ベ ー ス と な る 知 識 が あ る 程 度 必 要 と な っ て い る 。

そ こ で 本 シ ス テ ム で は 、 同 じ 方 面 へ 並 走 す る 線 区 や  

迂 回 す る 線 区 が 存 在 す る 場 合 に 、 そ れ ら を 乗 換 駅 も 含  

め て 並 列 に 表 現 し 、東 京 近 郊 の 路 線 ネ ッ ト ワ ー ク の 背  

景 知 識 が な く と も 直 感 的 に 理 解 し や す い よ う 工 夫 す る 。 

そ し て 上 述 （1)(2)の 時 刻 案 内 と 運 転 状 況 ア ラ ー ト を こ

7 輸送障害時は、輸送指令員の判断によって運転整理と呼ば 
れる列車の運転間隔の均一化を図るための時間調整が適宜 
行われることがある。運転間隔の調整は、列車間での混雑や 
遅延時分の平準化につながる。

の チ ャ ー ト 上 に 表 現 す る こ と で 、複 数 の 情 報 源 を 確 認  

す る 手 間 を 省 略 す る 。

4 . 可能性可視化の実現方式

以 上 の 3つ の 機 能 的 特 徴 を 持 た せ た 新 し い 可 視 化 方  

式 を 実 現 す る た め の シ ス テ ム 構 成 と 仕 様 に つ い て 説 明  

す る 。 中 心 と な る の は 、 次 列 車 着 発 見 込 時 刻 案 内 を 司  

る 推 定 時 刻 表 作 成 プ ロ グ ラ ム と 運 転 状 況 ア ラ ー ト を 司  

る 指 定 区 間 整 理 プ ロ グ ラ ム の 2 つ の プ ロ グ ラ ム で 、 そ 

れ ぞ れ の 計 算 結 果 は 設 置 駅 フ ィ ル タ を 通 し て 可 視 化 す  

る 駅 ご と に 必 要 な デ ー タ の み 抽 出 さ れ 、可視化プログ  

ラ ム へ 至 る 流 れ と な る 。 使 用 す る デ ー タ は 、列車の実 

際 の 走 行 記 録 で あ る 実 績 着 発 時 刻 デ ー タ と 所 定 の 着 発  

時 刻 で あ る 計 画 時 刻 表 デ ー タ で あ る 。

(1) 推 定 時 刻 表 計 算 プ ロ グ ラ ム

こ の プ ロ グ ラ ム に は 2つ の 役 割 を 設 け る 。

①  推 定 時 刻 表 の 作 成

個 々 の 列 車 の リ ア ル タ イ ム の 走 行 記 録 で あ る 実 績 着  

発 時 刻 デ ー タ （秒 単 位 ） に 、 あらかじめ準備してある  

隣 接 駅 間 の 実 績 標 準 所 要 時 分 8(秒 単 位 ）と 停 車 時 分 （ 30 

秒 に 設 定 ）を 順 に 加 え て い く 9ことで各駅の 推 定 着 発 時  

刻 を 算 出 し 、推 定 時 刻 表 を 作 成 す る 。 所定の着発時刻  

デ ー タ で あ る 計 画 時 刻 表 （秒 単 位 ） は 、 上の計算で求  

め た 推 定 時 刻 が 計 画 時 刻 よ り も 早 く な る こ と の な い よ  

う 補 正 す る 目 的 で 使 用 す る 。

②  時 間 計 算 基 準 の ア ラ ー ト 区 間 の 指 定

実 績 着 発 時 刻 と 計 画 時 刻 表 の 突 き 合 わ せ で 求 め ら れ  

る 駅 間 の 運 転 時 分 や 駅 の 停 車 時 分 に つ い て 、直近列車

8 停車場間を最小で運転する時分は基準運転時分として定 
められているが、今回はより実際の運転時分に近い数値を得 
るために1 年分の運転実績データから最頻の駅間所要時分 
を算出し、実績標準所要時分と名付けた。

9 輸送障害により一度発生した遅延は、途中駅で停車時間が 
長めに設定されている駅がない限り、ほとんど減少しないこ 
とが運転実績データからわかっている（所定時刻から後ろへ 
スライドしただけ）。
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と 比 較 し て 超 過 時 分 が 一 定 以 上 （60秒 に 設 定 ）を示した 

線 区 区 間 （確 定 区 間 ） を 抽 出 し て 、指定区間整理プロ  

グ ラ ム へ 送 り 出 す 。

(2) 指 定 区 間 整 理 プ ロ グ ラ ム

①  運 行 情 報 基 準 の ア ラ ー ト 区 間 の 指 定

輸 送 障 害 発 生 時 に 配 信 さ れ る 運 行 情 報 の 中 か ら 本 シ  

ス テ ム に 必 要 な デ ー タ （事 象 発 生 線 区 名 、発 生 区 間 、 

発 生 時 刻 、事 象 種 別 ）を 抽 出 し 、関 係 線 区 パ タ ー ン （事 

象 発 生 線 区 名 と 区 間 、発 生 時 刻 、事 象 種 別 に 応 じ て 影  

響 を 受 け る 関 係 に あ る 線 区 、 区 間 を パ タ ー ン 化 し た も  

の） と 照 ら し 合 わ せ る こ と で 、 滞 留 発 生 が 見 込 ま れ る  

線 区 区 間 （見 込 区 間 ） を 指 定 す る 。

②  指 定 区 間 の 整 理 統 合

上 で 指 定 し た 見 込 区 間 と 、推 定 時 刻 表 計 算 プ ロ グ ラ  

ム か ら 受 け 取 っ た 確 定 区 間 の そ れ ぞ れ の 区 間 デ ー タ を  

運 転 状 況 可 視 化 プ ロ グ ラ ム へ 送 り 出 す 。 こ の 際 、運行 

情 報 に 基 づ き 運 転 見 合 わ せ に な っ た 線 区 区 間 に つ い て  

は 、 ア ラ ー ト 表 示 の 対 象 か ら 除 外 す る た め 区 間 デ ー タ  

の 整 理 が 行 わ れ る 。

5 • プ ロ ト タ イ プ の 製 作

可 能 性 可 視 化 の 3 つ の 機 能 的 特 徴 を 効 果 的 に 示 す  

た め 、並 走 路 線 が 比 較 的 多 い 東 北 線 東 京 .大 宮 間 の 中  

か ら 埼 京 線 と 東 北 線 の 結 節 点 と な る 赤 羽 駅 を 例 に と り 、 

埼 京 線 人 身 事 故 発 生 時 の 可 能 性 可 視 化 プ ロ ト タ イ プ を  

作 成 し た 。 時 刻 デ ー タ は 実 際 に 埼 京 線 に 人 身 事 故 が 発  

生 し た 日 の デ ー タ を 使 用 し デ モ を 行 う 。 な お 、本 シス 

テ ム は 、駅 設 置 の 異 常 時 案 内 用 デ ィ ス プ レ イ 等 で 可 視  

化 す る こ と を 想 定 し た も の で あ る た め 、 全体のデサイ 

ン は 現 行 の 異 常 時 案 内 用 デ ィ ス プ レ イ に 似 せ て 制 作 し  

た。

( 1 )  非 地 図 式 代 替 経 路 案 内 チ ャ ー ト

隣 接 す る 駅 間 （着 駅 は 駅 間 に 含 む ） を 1 つのヤマガ  

タ で 表 現 す る こ と を 原 則 と し 、上 り 方 面 は 東 京 駅 と 新  

宿 駅 ま で 、 下 り 方 面 は 大 宮 駅 ま で を 表 示 範 囲 と し て 、 

上 下 方 向 （東 京 方 面 、大 宮 方 面 ） をそれぞれ別のチャ  

一 卜 で 表 現 し た 。

( 2 )  次 列 車 着 発 見 込 時 刻 案 内

推 定 時 刻 表 計 算 プ ロ グ ラ ム に よ っ て 算 出 さ れ た 列  

車 の 見 込 み の 着 発 時 刻 の う ち 、視 認 性 の 観 点 か ら 時 刻  

を 表 示 す る の は 当 駅 で あ る 赤 羽 駅 と 主 要 駅 （浦 和 、大 

宮 、 上 野 、東 京 、池 袋 、新 宿 の 各 駅 ） の み と し た 。 平 

常 運 転 の 列 車 は 黒 字 で 、 遅 延 運 転 の 列 車 は 目 立 つ よ う  

赤 字 で 時 刻 を 表 示 す る と と も に 脇 に 「頃 」 を 加 え 、 同 

じ 方 面 へ 向 か う 列 車 の 出 発 時 刻 が 一 目 で わ か る よ う 配

置 し た 。 実 績 着 発 時 刻 の デ ー タ が 更 新 1Gさ れ る と 、 そ 

れ に 基 づ い て 推 定 時 刻 表 計 算 プ ロ グ ラ ム も 再 計 算 が 行  

わ れ 案 内 時 刻 も 更 新 さ れ る 。 運 転 状 況 ア ラ ー ト に 滞 留  

確 定 区 間 が 生 じ た 際 は 、 主 要 駅 の 推 定 到 着 時 刻 は 実 際  

と の ズ レ が 懸 念 さ れ る た め 非 表 示 と し た 。

( 3 )  運転状況 ア ラ ー ト

通 常 速 度 区 間 は 黄 緑 色 、滞 留 見 込 区 間 は 橙 色 、滞留 

確 定 区 間 は 赤 色 で 表 示 で き よ う に し 、滞留見込区間と  

滞 留 確 定 区 間 は 点 滅 す る 。 な お 、旅 客 が運転状況をよ  

り イ メ ー ジ し や す い よ う 、 「滞 留 」 という言葉を避け  

て 「渋 滞 」 と い う 言 葉 を 用 い て 凡 例 を 示 し て あ る 。 時 

刻 案 内 と 同 様 、 実 績 着 発 時 刻 の デ ー タ が 更 新 さ れ る に  

し た が っ て 、ア ラ ー ト の 表 示 内 容 も 更 新 さ れ る 。な お 、 

推 定 時 刻 表 計 算 プ ロ グ ラ ム に よ る 確 定 区 間 は 後 続 の 列  

車 が スムーズに同 区 間 を 通 過 す る こ と で 、運行情報と 

間 係 線 区 パ タ ー ン に 基 づ く 見 込 区 間 に 遷 移 し 、 見込区 

間 の 指 定 が 解 除 さ れ る の は 、最 後 に 確 定 区 間 か ら 見 込  

区 間 へ の 遷 移 が 発 生 し て か ら 30分 後 に 設 定 し た 。

( 4 )  関 係 線 区 パ タ ー ン

今 回 は 埼 京 線 が 事 象 発 生 の 当 該 線 区 で あ る た め 、 関 

係 線 区 は 京 浜 東 北 線 赤 羽 • 大 宮 間 上 下 線 、上野東京ラ 

イ ン さ い た ま 新 都 心 • 大 宫 間 下 り 線 、湘 南新宿ライン  

大 宫 操 • 大 宮 間 下 り 線 と 田 端 操 •新 宿 間 と 規 定 し て い

る。

今回は6 0秒間隔で更新されるよう設定している。
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6 . 考察

本 研 究 は 可 能 性 可 視 化 と い う 新 し い 情 報 提 供 の 提 案  

で あ る た め 、 プ ロ ト タ イ プ で は 列 車 遅 延 時 に 終 端 駅 な  

ど 特 定 の 駅 で 発 生 す る 滞 留 （番 線 輻 輳 ） にアラートが  

対 応 し て い な い な ど 、本 格 実 導 入 を 考 え た 場 合 に 必 要  

と な る 一 部 機 能 を 省 略 し て い る が 、 そ の 他 に 改 善 が 必  

要 な 点 と し て 3 つ 言 及 す る 。

( 1 )  運 転 状 況 ア ラ ー ト の 解 釈

本 シ ス テ ム に お い て 、推 定 時 刻 表 計 算 プログラムで  

算 出 し た 見 込 み の 着 発 時 刻 は 、遅 延 状 況 下 で あ っ て も  

先 の 区 間 で 増 延 （遅 延 の 増 加 ） が 発 生 し な い と い う 想  

定 で 算 出 し た 時 刻 で あ る た め 、運 転 状 況 に よ っ て は 実  

際 と の ズ レ が 懸 念 さ れ た 。 そ こ で 、 過 去 の 実 績 と 現 状  

結 果 に 基 づ く 運 転 状 況 ア ラ ー ト に よ り 増 延 発 生 の 予 告  

を す る こ と で 弱 点 の 補 強 に 努 め て い る 。し か し な が ら 、 

こ の ア ラ ー ト が 示 す 内 容 が 「列 車 が 当 該 区 間 を 走 行 す  

る 時 点 の こ と J な の か 「今 こ の 瞬 間 の こ と 」 なのか判 

断 解 釈 に 迷 う と い う 指 摘 が あ っ た （どちらの解釈も正  

しい） 。解 釈 の 正 当 性 に つ い て 旅 客 の 不 安 を 招 か な い  

よう、 意 匠 上 の 何 ら か の 工 夫 が 必 要 で あ る 。

( 2 )  非 地 図 式 代 替 経 路 案 内 チ ャ ー ト の 範 囲  

プ ロ ト タ イ プ で は 、 赤 羽 駅 か ら 上 り 方 面 は 東 京 駅 と

新 宿 駅 ま で 、 下 り 方 面 は 大 宮 駅 ま で を 範 囲 を そ れ ぞ れ  

チ ャ ー ト に し て い る 。 今 回 は 不 通 に な る 線 区 区 間 も チ  

ャ ー ト で 示 す 区 間 に 収 ま っ て い る が 、輸 送 障害が別の  

区 間 で 発 生 し た 場 合 は チ ャ ー ト の 範 囲 を よ り 拡 大 す る  

必 要 が あ る の で は な い か と い う 意 見 が あ り 、 運行情報  

に 応 じ て チ ャ ー ト の 範 囲 を 決 定 す る 仕 組 み の 追 加 が 必  

要 で あ る 。

(3 )  平常時の利用

案 内 チ ャ ー ト は 輸 送 障 害 時 だ け で な く 平 常 時 に お い  

て も 活 用 が 可 能 で あ る 。 特 に 、東 北 •高 崎 線 と 東 海 道  

線 を 結 ぶ 南 北 の ラ イ ン は 、既 存 の 湘 南 新 宿 ラ イ ン に 加  

え て 上 野 東 京 ラ イ ン が 開 業 し 複 雑 化 す る こ と で 、旅客 

案 内 の 必 要 性 が 一 層 増 え る こ と が 予 想 さ れ る 。 チャー 

トの範囲などは、 こ れ ま で 継 続 し て き た 旅 客 流 動 分 析  

と の タ イ ア ッ プ に よ り 、旅 客 の 利 用 実 態 に 即 し て 可 変  

さ せ る な ど の 工 夫 が 必 要 で あ る 。

7•今後の展望とまとめ

今 回 は 駅 に お け る 可 能 性 可 視 化 シ ス テ ム を 提 案 し た  

が、列 車 内 の ド ア 上 設 置 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ （VIS)
を 活 用 す れ ば 、 自 列 車 の 運 転 状 況 に 合 わ せ て 各 駅 の 到  

着 見 込 時 刻 が 更 新 さ れ な が ら 継 続 的 に 案 内 さ れ る 状 態  

を 作 り 出 す こ と が で き る 。 こ れ は 駅 で の 可 能 性 可 視 化

の 弱 点 を 補 強 す る こ と に な り 、 さらに行き届いた情報  

提 供 サービスを実 現 す る こ と に な る だ ろ う 。

本 研 究 は 自 身 の 現 場 勤 務 経 験 を も と に 、駅や列車内  

の 運 行 情 報 提 供 が 旅 客 に と っ て よ り 役 立 つ も の と な る  

よ う 開 発 し た も の で あ る 。こ れ ま で の 運 行 情 報 提 供 は 、 

鉄 道 会 社 に よ る 列 車 運 行 管 理 の 目 線 で 役 に 立 つ 情 報 を  

ほ ぼ そ の ま ま の 形 で 旅 客 向 け の 情 報 に 利 用 し て い た が 、 

旅 客 に と っ て 分 か り や す い 情 報 に す る に は 文 脈 に 沿 っ  

た 加 工 が 必 要 で あ る 。 ま た 、 「確実 性 が な い か ら 何 も  

伝 え な い 」 で は な く 、 こ れ ま で の 実 績 と し て 「可能性 

が あ る か ら 伝 え よ う 」 と い う 方 向 に 情 報 提 供 の マ イ ン  

ド を 移 す 必 要 も あ る だ ろ う 。 技 術 の 進 歩 に よ り 幸 い に  

も デ ー タ サ イ エ ン ス と い う も の が 一 般 化 し た こ と で 、 

よ り 精 度 の 高 い 予 測 の 実 現 が 今 後 期 待 で き る が 、 とか 

く デ ー タ 分 析 や デ ー タ マ イ ニ ン グ と な る と 、結果の蓋  

然 性 に 目 が 行 き が ち で あ る （勿 論 こ の ス タ ン ス は 間 違  

っ て い な い ） 。 し か し な が ら 、 こ れ までも駅員や乗務  

員 が 旅 客 の 個 別 対 応 に 当 た る 際 は 、経 験 知 を も と に し  

た 案 内 が 行 わ れ て お り 、表 現 に 十 分 注 意 す る 必 要 が あ  

る が 、 大 型 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 等 を 使 用 し た 不 特 定 多 数  

に 対 す る 情 報 提 供 の 場 面 に お い て も 、過去の実績から  

み た 可 能 性 （蓋 然 性 で は な く ） に基 づ く 見 込 情 報 を 含  

め て 案 内 す る こ と は 、提 供 で き る 情 報 の 幅 を 広 げ 、旅 

客 の 自 律 し た 行 動 に つ な が る 糸 口 と な る こ と か ら 、最 

終 的 に は 顧 客 満 足 の 向 上 に つ な が っ て い く も の と 考 え  

る。
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